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Ｏ

年訪問団の受入れによ

そ

り、市民団体・青少年

の

団体・学校との活発な

他

市民交流が展開されま

　

した。また、ローレ
ン

】

ス市へ本市青少年を派

【

遣したことで、自ら進

協

んで国際交流できる青

働

少年の育成と青少年活

：

動の活性化が実現され

】

、ひと・文化
の活発な

目

交流が広がる環境づく

的

りに寄与できました。

・

Ａ：成果があがった

目標 事業の概要

頁

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成18年度 平成19年

１

度 平成20年度 平成2

.

1年度 平成22年度 平

事

成23年度 平成24年

業

度
目

標

実

績

指標名 単位

の

説明・算定式

成果指標

位

① 平成18年度 平成1

置

9年度 平成20年度 平

付

成21年度 平成22年

け

度 平成23年度 平成2

事

4年度
目

標

実

績

指標名

務

単位

説明・算定式

成果

事

指標② 平成18年度 平

業

成19年度 平成20年

名

度 平成21年度 平成2

事

2年度 平成23年度 平

業

成24年度
目

標

実

績

担当

進捗状況
遅

予

れている理由

平成20

算

年度の主な取組と成果

科

平成20年度
の検証結

目

果

事業評価シート (

事

平成20年度分) 頁

青

業

少年国際交流事業

健康

種

・こども部　青少年課

類01－030105－ ハ050000 ○ ●

01

ー

基本目標１　　豊かな

ド

心をはぐくみ、よろこ

ソ

びとふれあいにあふれ

フ

たまち
総合計画の

03

ト

③〈交流〉　　ひと・

根

文化の活発な交流が広

拠

がる環境をつくる
位置

法

付け
02 2 地域の文

令

化をお互いに理解し、

等

活発な交流を進める

市対 内在住の中学生、高校象 生

□ □ □ ■ 国際交流協

・

会、派遣団OB・OG

受

姉妹都市との交流を通

益

じ、両市の青少年が相

者

互理解を深め、両 青少

事

年育成及び青少年活動

業

の促進ため、姉妹都市

期

ローレンス市
市青少年

間

及び参加青少年同士が

委

活発な交流活動を展開

託

していま との青少年交

、

流の機会を提供し、両

協

市における相互理解と

働

国際
す。 親善を推進し

【

ます。

交流会開催回数

委

回

派遣団修了者で構成

託

される青少年団体が、

：

自発的に企画・実行又

3

は参加したイベントな

セ

どの回数

4 4 4 4 4 4

ク

4 4

青少年団体加入率

・

％

派遣団修了者で構成

財

される青少年団体へ加

団

入した派遣青少年の割

企

合

100 100 100

業

100 100 100

1

Ｎ

00 100

①：予定ど

Ｐ

おり

ローレンス市青少
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上

○
■ の課題があります

位

。

海外派遣の目的とし

施

て指導的役割が果たせ

策

る青少年の育成や青少

へ

年活動の活性化がある

の

ため、一人でも多くの

貢

修了者に継続して
青少

献

年活動に取り組んでも

高

らえるよう一層の活動

市

の場を提供するととも

民

に、青少年リーダーと

満

して活躍できる環境の

足

整備や仕組
みづくりが

度

求められます。

交流会

を

の開催 交流会の開催 交

高

流会の開催 交流会の開

め

催 交流会の開催 交流会

る

の開催

0 0 0 0 0 0 0

方

0 402 466 350

策

350 350 350

0

業

0 0 0 0 0 0

0 1,8

有

00 1,800 1,8

効

00 1,800 1,8

性

00 1,800

0 5,

継

254 5,295 5,

続

614 5,614 5,

に

614 5,614

0 7

よ

,456 7,561 7

る

,764 7,764 7

成

,764 7,764

－

果

－ －

0.00 0.85

向

0.85 0.80 0.

上

80 0.80 0.80

の

0.00 0.00 0.

可

00 0.00 0.00

能

0.00 0.00

0 7

性

,133 7,133 6

低

,685 6,685 6

そ

,685 6,685

0

の

14,589 14,6

他

94 14,449 14

事

,449 14,449

業

14,449

● ○ ○ ○

の

○ ○ ○

国際交流や海外

目

派遣に対する市民のニ

的

ーズがあり、ローレン

､

ス市側からも強い交流

対

希望があります。

派遣

象

事業の応募者拡大に努

､

めるとともに、派遣団

内

員の青少年活動への積

容

極的な参画を図るため

分

、参加者には事業の主

高

旨を十分理
解してもら

受

えるよう取り組みます

益

。

海外交流事業は、受

者

入と派遣事業を実施す

負

ることで、青
少年の資

担

質向上と将来を担う青

､

少年の育成を図ること

補

か
ら、事業実施後の活

助

動を推進していくが求

額

められます。
よって参

妥

加者の意識を図るため

当

のサポートが必要であ

性

る
。応募者の拡大をを

中

図りながら、事業は継

業

続していきた
いと考え

務

ています。

の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善によ

頁

る効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22

項

年度 平成23年度 平成

目

24年度

決算額 決算額

分

決算額 予算額 試算額 試

析

算額 試算額

事業内容

国

の

庫支出金
財

県支出金
源

視

起債
内

その他　特財
訳

点

一般財源

事業費（A）

左

執行率（%）

内 職員（

記

人）

訳 再任用（人）

人

の

件費（B）

フルコスト

視

（A+B）

点に

４.今後の事業展

関

開（担当課としての提

す

案）
平成22年度の事

る

業の方向性

現状の規模

分

で継続 拡大して継続 縮

析

小して継続 廃止 休止 終

・

了 他事業と統合

＜判断

課

理由＞

平成22年度の

題

取組方針

課長コメント

の

■ 派遣については毎年

抽

募集人数を上回る応募

出

があり、外国
●□ 青少

総

年の受入れについても

合

、市民及び市民団体、

評

学校な

■ どから積極的

価

な交流要望があるほか

市

、姉妹都市提携の面 ○

民

□ からも市の関与が不

ニ

可欠であり、必要性が

ー

あります。

□ 事業継続

ズ

による派遣団修了者の

高

増加や、受入れ時にお

事

け
●■ る各種交流機会

業

の提供は、青少年指導

目

者層の拡大や青少

■ 年

的

活動の活性化に効果が

の

あり、青少年健全育成

達

を実現す ○
□ る方法と

成

して有効です。

■ 近年

状

では気軽に海外旅行が

況

でき、また民間の企画

必

でホー
●

□ ムステイも

要

体験できますが、本事

性

業では実施後も青少年

市

○
□ 相互交流が図られ

の

、青少年指導者育成も

関

実現されている
○

□ こ

与

と等から、市が実施す

の

る妥当性があります。

必

□ 派遣については、他

要

事業に比べ一人当りの

性

育成にかかる
○

□ コス

低

トパフォーマンスが悪

事

く、また、必ずしも参

そ

加者全
●

□ 員が派遣後

の

の青少年交流や活動に

他

携わってくれないなど
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の展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果が

頁

あがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

ローレンス市訪問団の受入により、 ローレンス市青少年訪問団の受入れ
市民団体・青少年団体・学校などを により、市民団体・青少年団体・学
介した活発な市民交流が展開され、 校との活発な市民交流が展開されま
また、ローレンス市へ本市青少年を した。また、ローレンス市へ本市青
派遣したことで、国際感覚を有する 少年を派遣したことで、自ら進んで
青少年の育成と青少年活動が活性化 国際交流できる青少年の育成と青少
され、ひと・文化の

５

活発な交流が広 年活動

.

の活性化が実現され、

事

ひと・
がる環境づくり

業

に寄与できた。 文化の

展

活発な交流が広がる環

開

境づく
りに寄与できま

の

した。

海外派遣の目的

経

に、指導者的役割が 海

緯

外派遣の目的として指

平

導的役割が
果たせる青

成

少年の育成や青少年活

1

動 果たせる青少年の育

8

成や青少年活動
の活性

年

化があるが、派遣団修

度

了者で の活性化がある

事

ため、一人でも多く
構

業

成された青少年団体の

分

活動は最近 の修了者に

平

継続して青少年活動に

成

取
やや停滞気味にある

1

。一人でも多く り組ん

9

でもらえるよう一層の

年

活動の
の修了者に派遣

度

後も継続して青少年 場

事

を提供するとともに、

業

青少年リー
活動に取り

分

組んでもらえるよう、

平

一 ダーとして活躍でき

成

る環境の整備や
層の活

2

動の場を提供するとと

0

もに、 仕組みづくりが

年

求められます。
青少年

度

リーダーとしての活躍

事

できる
環境の整備や仕

業

組みづくりが求めら
れ

分

る。

－ 現状の規模で継

進

続 現状の規模で継続

派

捗

遣団員の派遣後の青少

状

年活動への 派遣事業の

況

応募者拡大に努めると

主

と
積極的な参画を図る

な

ため、募集時に もに、

取

派遣団員の青少年活動

組

への積
おける海外派遣

と

研修の主旨を、応募 極

成

的な参画を図るため、

果

参加者には
者に十分理

検

解してもらえるよう、

証

Ｐ 事業の主旨を十分理

結

解してもらえる
Ｒを工

果

夫する必要がある。 よ

平

う取り組みます。

－ 実

成

施計画事業 実施計画事

2

業

0年度へ



1 頁

その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

国際

種

交流活動推進事業

市民

類

部　文化・交流課

01 ハ－030106－12 ー0000 ○ ●

01 基本

ド

目標１　　豊かな心を

ソ

はぐくみ、よろこびと

フ

ふれあいにあふれたま

ト

ち
総合計画の

03 ③〈

根

交流〉　　ひと・文化

拠

の活発な交流が広がる

法

環境をつくる
位置付け

令

02 2 地域の文化を

等

お互いに理解し、活発

対

な交流を進める

姉妹都象 市市民・外国籍市民・・ 留学生・市民

□ □ □ ■

受

市民・外国籍市民

姉妹

益

都市市民・外国籍市民

者

・留学生・市民などが

事

、交流会など 異文化理

業

解により自国の文化を

期

高めるため、市民主体

間

の様々な
を通じて、活

委

発な交流を行っていま

託

す。 交流事業を実施し

、

ます。

交流会等開催回

協

数 回

交流会開催、ホー

働

ムステイ受入れ等回数

【

4 4 4 4 4 4

4 4

交流

委

会等参加者数 人

交流会

託

参加者、ホームステイ

：

受入れ人数等

200 2

3

00 200 200 20

セ

0 200

210 246

ク

①：予定どおり

留学生

・

や姉妹都市からの青少

財

年派遣団などのホーム

団

ステイの受入れや市民

企

交流会の開催を行い、

業

異文化理解が深められ

Ｎ

ました。

Ａ：成果があ

Ｐ

がった

Ｏ



2 頁

位

交流会の開催各種交流

施

会の開催各種交流会の

策

開催各種交流会の開催

へ

やホームステイのやホ

の

ームステイのやホーム

貢

ステイのやホームステ

献

イ、やホームステイの

高

やホームステイの

実施

市

など 実施など 実施など

民

20周年記念事業の実

満

施等 実施等

実施等

0 0

足

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

度

0 0

0 0 0 0 0 0 0

0

を

0 0 0 0 0 0

0 1,2

高

40 1,240 1,1

め

50 4,150 1,1

る

50 1,150

0 1,

方

240 1,240 1,

策

150 4,150 1,

業

150 1,150

－ －

有

－

0.00 0.20 0

効

.35 0.55 0.5

性

5 0.55 0.55

0

継

.00 0.40 0.0

続

0 0.35 0.35 0

に

.35 0.35

0 3,

よ

050 2,937 5,

る

804 5,804 5,

成

804 5,804

0 4

果

,290 4,177 6

向

,954 9,954 6

上

,954 6,954

○

の

● ○ ○ ○ ○ ○

市民の国

可

際理解と国際感覚の醸

能

成及び文化の発展を主

性

目的としていることか

低

ら、継続的な事業の展

そ

開が必要です。平成２

の

２年は
、姉妹都市提携

他

２０周年記念事業を実

事

施し、事業拡大をする

業

方向であります。

事業

の

の内容、効果などを見

目

直すとともに、より効

的

果的な経費配分につい

､

ての検討を行います。

対

なお、２２年度は、姉

象

妹都市２０周年記念事

､

業として、ローレンス

内

市代表団の受け入れ事

容

業を実施します。

より

分

多くの市民が国際理解

高

と国際感覚の醸成を深

受

めてい
くためにも、平

益

塚市国際交流協会の自

者

主性、独自性の下
に展

負

開される交流事業等を

担

継続的に支援していき

､

ます。

補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

国際化の進展に伴い、

出

市民の国際理解と国際

総

感覚の醸成
●□ のニー

合

ズが高まっており、異

評

文化に身近にふれるこ

価

とが

■ できる当事業の

市

必要性は高いです。 ○

民

□
□ 多くの市民が参加

ニ

し、異文化理解を深め

ー

るためにも、情
●■ 報

ズ

提供を幅広く行い、継

高

続的に事業を行うこと

事

が必要で

■ す。 ○
□
■

業

国際化の進展に伴い、

目

異文化理解を深めるた

的

めにも、多
●

□ くの市

の

民が手軽に参加するこ

達

とができる事業展開を

成

行っ
○

□ ているため、

状

事業実施については妥

況

当であります。
○

□
□

必

市はサポート的なこと

要

を行い、事業は市民及

性

び市民ボラ
●

□ ンティ

市

アにより実施していま

の

す。
○

■
○

□

国際交流

関

事業により多くの市民

与

が参加してもらえるよ

の

うにその機会や事業実

必

施について工夫し、幅

要

広く情報提供を行う必

性

要があ
ります。また、

低

姉妹都市についても交

事

流会や紹介展などを通

そ

じ更に市民にＰＲを行

の

っていく必要がありま

他

す。

各種交流会の開催

上

各種交流会の開催各種
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展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

留学生や姉妹都市からの青少年派遣 留学生や姉妹都市からの青少年派遣
団などのホームステイの受入れや市 団などのホームステイの受入れや市
民交流会の開催を行い、異文化理解 民交流会の開催を行い、異文化理解
を深めた。 が深められました。

国際交流事業により多くの市民が参 国際交流事業により多くの市民が参
加してもらえるようにその機会や事 加してもらえるようにその機会や事
業実施について工夫し、幅広く情報 業実

５

施について工夫し、幅

.

広く情報
提供を行う必

事

要がある。また、姉妹

業

提供を行う必要があり

展

ます。また、
都市につ

開

いても交流会や紹介展

の

など 姉妹都市について

経

も交流会や紹介展
を通

緯

じ更に市民にＰＲを行

平

っていく などを通じ更

成

に市民にＰＲを行って

1

必要がある。 いく必要

8

があります。

－ 現状の

年

規模で継続 拡大して継

度

続

事業の内容、効果な

事

どを見直すとと 事業の

業

内容、効果などを見直

分

すとと
もに、より効果

平

的な経費配分につい も

成

に、より効果的な経費

1

配分につい
ての検討を

9

行う。 ての検討を行い

年

ます。
なお、２２年度

度

は、姉妹都市２０周
年

事

記念事業として、ロー

業

レンス市代
表団の受け

分

入れ事業を実施します

平

。

－ 実施計画事業 実施

成

計画事業

20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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そ

教室・日本語ボランテ

の

ィアブラッシュアップ

他

講座などを実施し、多

　

文化共生社会の進展に

】

成果が得られました。

【

また、国連協会平塚支

協

部が実施する「国際理

働

解・国際協力のための

：

ポスター・作文コンテ

】

スト」を助成し、市民

目

の国際理解、異
文化理

的

解の推進に成果が得ら

・

れました。

Ａ：成果が

目

あがった

標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

外国

種

籍市民交流推進事業

市

類

民部　文化・交流課

0 ハ1－030106－1 ー40000 ○ ●

01 基

ド

本目標１　　豊かな心

ソ

をはぐくみ、よろこび

フ

とふれあいにあふれた

ト

まち
総合計画の

03 ③

根

〈交流〉　　ひと・文

拠

化の活発な交流が広が

法

る環境をつくる
位置付

令

け
02 2 地域の文化

等

をお互いに理解し、活

対

発な交流を進める

市民象 ・外国籍市民

□ □ □ ■

・

市民・外国籍市民

市民

受

と外国籍市民とが様々

益

な交流を通じて相互に

者

理解し合い、 異文化へ

事

の理解を高めるため、

業

国際交流イベントをは

期

じめ、語
多文化共生の

間

社会が形成されていま

委

す。 学教室や国際理解

託

講座などを開催します

、

。

日本語講座等語学教

協

室開催回数 回

日本語講

働

座、語学講座、日本語

【

ボランティア養成講座

委

等各種語学教室の開催

託

回数

698 510 51

：

0 510 510 510

3

661 534

日本語講

セ

座等語学教室受講者数

ク

人

各語学講座等の受講

・

者数

154 210 21

財

0 210 210 210

団

246 273

①：予定

企

どおり

平塚市国際交流

業

協会へ委託し、市民レ

Ｎ

ベルの国際交流事業や

Ｐ

外国籍市民が暮らしや

Ｏ

すくするために日本語
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位

開催

0 0 0 0 0 0 0

0

施

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

策

0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

へ

0 1,930 1,93

の

0 1,770 1,77

貢

0 1,770 1,77

献

0

0 1,930 1,9

高

30 1,770 1,7

市

70 1,770 1,7

民

70

－ － －

0.00 0

満

.10 0.60 0.3

足

5 0.35 0.35 0

度

.35

0.00 0.5

を

0 0.00 0.35 0

高

.35 0.35 0.3

め

5

0 2,554 5,0

る

35 4,133 4,1

方

33 4,133 4,1

策

33

0 4,484 6,

業

965 5,903 5,

有

903 5,903 5,

効

903

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

性

市民と外国籍市民とが

継

様々な交流を通じて相

続

互に理解し合い、多文

に

化共生社会が浸透して

よ

いくには、国際イベン

る

トをはじめ、日
本語教

成

室や国際理解講座など

果

の継続的な事業展開が

向

必要です。

前年等の事

上

業の内容、結果等に基

の

づき、より効果的な事

可

業の実施や経費配分に

能

ついても見直して事業

性

を行っていきます。

多

低

文化共生社会の浸透に

そ

は、市民の国際理解、

の

異文化理
解につながる

他

事業の継続性が必要で

事

あるが、交流事業等
で

業

は、外国籍市民との協

の

力をより深めていくこ

目

とで、効
率的な運営を

的

進めていきます。

､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

市民の国際理解、異文

出

化理解を進めるととも

総

に外国籍市
●□ 民が暮

合

らしやすくするための

評

支援事業は、多文化共

価

生社

■ 会の発展を図る

市

うえからも必要性は高

民

いです。 ○
□
□ 多文化

ニ

共生社会の発展を図る

ー

ためには、継続的に事

ズ

業を
●■ 行うことが必

高

要です。

■ ○
□
■ より

事

多くの市民参加や外国

業

籍市民への情報提供の

目

あり方
○

□ 等の検討も

的

必要です。
●

□
○

□
□

の

市はコーディネートを

達

担当し、事業活動につ

成

いては、市
●

□ 民及び

状

外国籍市民との協働に

況

より進めています。
○

必

□
○

■

外国籍市民との

要

交流事業により多くの

性

市民、外国籍市民に参

市

加してもらえるように

の

工夫し、事業の定着及

関

び安定化を目指します

与

。

国際交流イベント国

の

際交流イベント国際交

必

流イベント国際交流イ

要

ベント国際交流イベン

性

ト国際交流イベント

、

低

講座、教室など、講座

事

、教室など、講座、教

そ

室など、講座、教室等

の

の、講座、教室等の、

他

講座、教室等の

の開催

上

の開催 の開催 開催 開催



9 頁

展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ①：予定どおり

平塚市国際交流協会へ委託し、市民 平塚市国際交流協会へ委託し、市民
レベルの国際交流事業や外国籍市民 レベルの国際交流事業や外国籍市民
が暮らしやすくするために日本語教 が暮らしやすくするために日本語教
室・日本語養成講座などを実施し、 室・日本語ボランティアブラッシュ
多文化共生社会の進展に成果が得ら アップ講座などを実施し、多文化共
れた。 生社会の進展に成果が得られました
また、国連協会平塚支部が実

５

施する 。
「国際理解・

.

国際協力のためのポス

事

また、国連協会平塚支

業

部が実施する
ター・作

展

文コンテスト」を助成

開

し、 「国際理解・国際

の

協力のためのポス
市民

経

の国際理解、異文化理

緯

解の推進 ター・作文コ

平

ンテスト」を助成し、

成

に成果が得られた。 市

1

民の国際理解、異文化

8

理解の推進
に成果が得

年

られました。

外国籍市

度

民との交流事業により

事

多く 外国籍市民との交

業

流事業により多く
の市

分

民、外国籍市民に参加

平

してもら の市民、外国

成

籍市民に参加してもら

1

えるように工夫し、事

9

業の定着及び えるよう

年

に工夫し、事業の定着

度

及び
安定化を目指す。

事

安定化を目指します。

業

－ 現状の規模で継続 現

分

状の規模で継続

前年等

平

の事業の内容、結果等

成

に基づ 前年等の事業の

2

内容、結果等に基づ
き

0

、より効果的な事業の

年

実施や経費 き、より効

度

果的な事業の実施や経

事

費
配分についても見直

業

して事業を行っ 配分に

分

ついても見直して事業

進

を行っ
ていく。 ていき

捗

ます。

－ 実施計画事業

状

実施計画事業

況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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その他　】 【協働： 】

目的・目標 事業の概要

２.事業の検証

指標名 単位

説明・算定式

活動指標① 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
目

標

実

績

指標名 単位

説明・算定式

活動指標② 平成

１

18年度 平成19年度

.

平成20年度 平成21

事

年度 平成22年度 平成

業

23年度 平成24年度

の

目

標

実

績

指標名 単位

説

位

明・算定式

成果指標①

置

平成18年度 平成19

付

年度 平成20年度 平成

け

21年度 平成22年度

事

平成23年度 平成24

務

年度
目

標

実

績

指標名 単

事

位

説明・算定式

成果指

業

標② 平成18年度 平成

名

19年度 平成20年度

事

平成21年度 平成22

業

年度 平成23年度 平成

担

24年度
目

標

実

績

当

予

進捗状況
遅れ

算

ている理由

平成20年

科

度の主な取組と成果

平

目

成20年度
の検証結果

事

事業評価シート (平

業

成20年度分) 頁

友好

種

都市交流推進事業

市民

類

部　文化・交流課

01 ハ－030106－13 ー0000 ○ ●

01 基本

ド

目標１　　豊かな心を

ソ

はぐくみ、よろこびと

フ

ふれあいにあふれたま

ト

ち
総合計画の

03 ③〈

根

交流〉　　ひと・文化

拠

の活発な交流が広がる

法

環境をつくる
位置付け

令

02 2 地域の文化を

等

お互いに理解し、活発

対

な交流を進める

市民・象 企業

□ □ □ ■ 市民・企

・

業

高山市、花巻市、伊

受

豆市と平塚市の市民や

益

企業との交流が活発 文

者

化やスポーツ、産業を

事

発展させるため、友好

業

都市などと幅広
に行わ

期

れています。 い交流を

間

行います。

交流事業実

委

施回数 回

－

15 15 1

託

5 13 15 13

16 1

、

3

交流事業参加者数 人

協

－

320 320 340

働

320 340 320

3

【

76 312

②：若干遅

委

れている

隔年2事業が

託

開催年ではありません

：

でした。

友好都市及び

3

市民休養の郷と市民交

セ

流、市民ツアー交流、

ク

スポーツ交流、小学生

・

交流等の事業を行い、

財

友好交流を図ることが

団

で
きました。

Ａ：成果

企

があがった

業 ＮＰＯ
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位

催 開催

0 0 0 0 0 0 0

施

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0

策

0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

へ

0

0 3,388 3,4

の

33 3,244 3,2

貢

44 3,244 3,2

献

44

0 3,388 3,

高

433 3,244 3,

市

244 3,244 3,

民

244

－ － －

0.00

満

1.20 0.85 0.

足

85 0.85 0.85

度

0.85

0.00 0.

を

00 0.00 0.25

高

0.25 0.25 0.

め

25

0 10,070 7

る

,133 7,966 7

方

,966 7,966 7

策

,966

0 13,45

業

8 10,566 11,

有

210 11,210 1

効

1,210 11,21

性

0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○

地域

継

の文化をお互いに理解

続

し、活発な交流を進め

に

る中で豊かな心をはぐ

よ

くむためには、今後と

る

も市民ツアー交流、ス

成

ポーツ交流
、小学生の

果

交流などの幅広い都市

向

間交流の継続性が必要

上

です。

事業の内容、効

の

果などを見直すととも

可

に、より効果的な経費

能

配分及び受益者負担の

性

見直しを行います。

相

低

互理解と友好親善の継

そ

続は、豊かな人間性を

の

はぐくむ
うえからも有

他

効であることから、よ

事

り効率的で市民に魅
力

業

ある事業を展開してい

の

けるよう努めていきま

目

す。

的､対象､内容
分 高

受益者負担､補助額
妥当性 中

業務の執行体制(人員配置､業務分担)
低

その他
析

業務プロセス改善による効率化の方策
高

コスト削減の可能性
効率性 中

事業手法(民活の余地､事業形態の検討)
低

その他

今後に向けた課題の分析

３.年度別事業内容・事業費 （単位：千円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

項

成21年度 平成22年

目

度 平成23年度 平成2

分

4年度

決算額 決算額 決

析

算額 予算額 試算額 試算

の

額 試算額

事業内容

国庫

視

支出金
財

県支出金
源

起

点

債
内

その他　特財
訳

一

左

般財源

事業費（A）

執

記

行率（%）

内 職員（人

の

）

訳 再任用（人）

人件

視

費（B）

フルコスト（

点

A+B）

に関

４.今後の事業展開

す

（担当課としての提案

る

）
平成22年度の事業

分

の方向性

現状の規模で

析

継続 拡大して継続 縮小

・

して継続 廃止 休止 終了

課

他事業と統合

＜判断理

題

由＞

平成22年度の取

の

組方針

課長コメント

■
抽

産業、文化、スポーツ

出

などを通じて交流する

総

ことは、相
●■ 互の産

合

業発展や文化の醸成に

評

つながり、必要性は高

価

いで

■ す。 ○
□
□ 都市

市

間交流を継続すること

民

は、豊かな人間性をは

ニ

ぐくむ
●■ うえで有効

ー

です。

■ ○
□
□ 実施事

ズ

業によっては、受益者

高

負担の見直しも検討す

事

る必
○

■ 要があります

業

。
●

□
○

□
■ 既存事業

目

について、より効率的

的

な交流内容や経費の見

の

直
○

□ しを検討する必

達

要があるとともに、市

成

民に参加してもら
●

□

状

える新規事業を企画す

況

る必要があります。
○

必

■

より多くの市民に参

要

加してもらえる既存事

性

業の見直し及び新規事

市

業の検討並びに市民休

の

養の郷の在り方を検討

関

していく必要があ
りま

与

す。

市民ツアー、キャ

の

市民ツアー、キャ市民

必

ツアー、キャ市民ツア

要

ー、キャ市民ツアー、

性

キャ市民ツアー、キャ

低

ンプ、物産展などンプ

事

、物産展などンプ、物

そ

産展などンプ、物産展

の

等のンプ、物産展等の

他

ンプ、物産展等の

の開

上

催 の開催 の開催 開催 開



6 頁

展開 平成21年度への展開 平成22年度への展開

今後に向けた
課題

事業の方向性

取組方針

事業区分

※実施計画事業評価は、昨年度の事業を評価し、来年度の予算編成の参考としています。

－ Ａ：成果があがった Ａ：成果があがった

－ ①：予定どおり ②：若干遅れている

友好都市及び市民休養の郷と市民交 友好都市及び市民休養の郷と市民交
流、市民ツアー交流、スポーツ交流 流、市民ツアー交流、スポーツ交流
、小学生交流等の事業を行い、友好 、小学生交流等の事業を行い、友好
交流を図ることができた。 交流を図ることができました。

より多くの市民に参加してもらえる より多くの市民に参加してもらえる
既存事業の見直し及び新規事業の検 既存事業の見直し及び新規事業の検
討並びに

５

市民休養の郷の在り方

.

を検 討並びに市民休養

事

の郷の在り方を検
討し

業

ていく必要がある。 討

展

していく必要がありま

開

す。

－ 現状の規模で継

の

続 現状の規模で継続

事

経

業の内容、効果などを

緯

見直すとと 事業の内容

平

、効果などを見直すと

成

と
もに、より効果的な

1

経費配分及び受 もに、

8

より効果的な経費配分

年

及び受
益者負担の見直

度

しを行う。 益者負担の

事

見直しを行います。

－

業

実施計画事業 実施計画

分

事業

平成19年度事業分 平成20年度事業分

進捗状況

主な取組と成果

検証結果

平成20年度への
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